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“ 二日酔い ”の低減効果が期待

 ばい煎コメヌカ抽出物
奥野製薬工業

奥野製薬工業は，米油の製造で生じる残さ
をアップサイクルした「ばい煎コメヌカ抽出
物」を約20年前から製造・販売している。主
にオフフレーバーのマスキングに使用されて
きたが，最近はいわゆる二日酔いの軽減効果
が期待できる素材として，新たな切り口で提
案を進めている。
ばい煎コメヌカ抽出物は，米油製造時の残
さである脱脂米ぬかを，焙煎，抽出，ろ過，
濃縮することで，魚臭のマスキングや油脂の
酸化臭低減といった多様な機能を付与した独
自素材。マルトールやバニリンを含み，既存
添加物にも指定されている。
一方最近では，動物実験にてエタノールの
代謝を促進する効果が示唆されている。一
般的に動物が摂取したエタノールは，肝臓で
アルコール脱水素酵素（ADH）によりアセト
アルデヒドに分解された後，さらにアセト
アルデヒドはアセトアルデヒド脱水素酵素
（ALDH）により分解され，人体に無害な酢
酸となり，最終的には水と二酸化炭素に分解
される。アセトアルデヒドが体内に留まるこ
とで，二日酔い等の症状の原因となる。

エタノールを摂取させたラットにばい煎
コメヌカ抽出物を投与したところ，ADH・
ALDH活性が高まり，血中のエタノールお
よびアセトアルデヒドの濃度が低下。また酢
酸の濃度が有意に上昇していることが確認さ
れた。さらに生体において抗酸化作用を示唆
するデータも取得している。
同社はこのばい煎コメヌカ抽出物につい
て，使いやすい食品素材グレードにした素材
を開発し，二日酔い軽減素材として展開を進
めている。

マグロ血合肉から強力な抗酸化成分を抽出・事業化

セレノネイン素材化，全国に利用促す
水産大学校・山下教授ら

現状では大半が廃棄されるマグロ血合肉に
は，強力な抗酸化成分・セレノネインが非常
に多く含まれている。水産研究・教育機構
水産大学校の山下倫明教授らは，生鮮マグロ
の血合肉などの未利用部位から，セレノネイ
ンを含有したすり身および濃縮エキスを開
発。原料臭をマスキングし，多様な加工食
品でのアプリケーション提案を図る。 2024
年秋には水産物・水産加工品のセレノネイン
分析の受託サービスを日本食品分析センター
が開始。また水産加工企業が参画する大学ベ
ンチャーを近く設立し，全国の産地と連携し
血合の食素材化やセレノネイン含有サプリの
商品化などを進めていく。
セレノネインは，赤身魚の血液や血合など
に含まれる低分子セレン化合物。キノコ類な
どが含有するエルゴチオネインに似た構造を
有しており，強力な抗酸化能が特徴。ヘム鉄
の自動酸化防止作用を有し，水中での酸欠ス
トレスにも耐える低酸素適応にも関与すると
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エ
タ
ノ
ー
ル
度
濃（
pp
ｍ
）

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度（
pp
m
）

コントロール ばい煎コメヌカ
抽出物投与群

コントロール ばい煎コメヌカ
抽出物投与群

コントロール ばい煎コメヌカ
抽出物投与群

p<0.05 p<0.05 p<0.05

酢
酸
濃
度（
pp
m
）

0

10

20

30

40

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

1400

1600

1800

2000

酢酸濃度アセトアルデヒド濃度エタノール濃度


